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1．  

ウス 歴史 キーボー 歴史 比 浅く キ

ーボー ウス 相補的 利用さ い こ

二 OS 間 密接 関係 あ ウス 果

程度 正確さを持 利用さ い

検証を行う  

2. 実験方法 

2.1 ウス パッ を用い 時間測定   図 1a 示

い netlogo いうシュ レーションソフ を用い

実験を行う ウスを画面上 あ 領域 目的

領域 正確 移動 を実験 測定 二

領域 位置を変え (斜 上下 移動) 目的 領域

正 く移動させ ウスをクリック ま 時間を

測定 (図１b) 

10人 被験者 い 測定 そ 結果を報告

ウス 様々 物 あ 本研究 写真 BUFFALO 社

物を用い (図 2) ま 今回使用 PC

Windows8を用い           

 図 2 実験 使 ウス 

 

 

 

 

 

３．実験結果 

10人 被験者 時間 平均を比較 以下 表 1 

あ  

表 1．時間 平均 

 

 ウス パッ を比較 場合 ウス パッ

比 場合 約 1.8倍時間を短縮  

 右上→左下 左下→右上 比較 場合 後者 ほ

う ウス・パッ 時間 短く  

 左上→右下 右下→左上 比較 場合

方向 時間 差 いこ 分  

ま こ 表 分 こ 右利 人 左

右 操作を ほう 逆 操作を や や

い いうこ 判明  

ま 実験 ータ 標準偏差を求 以下 表

う  

表 2 時間 標準偏差 

こ 表 分 こ  

ウス パッ ウス ほう 標準偏差 小さ

いこ 時間 そ同 う 結果

こ 分 こ ウス パッ 操作性

問題 考え  

こ 二 結果 ウスを用い こ 早く正

確 PCを操作 う いうこ 分  

4. 今後 課題 

 左右 ウス操作 い さ 実験を い い  

ま ・右上 左下 少 数値 大 い 

・色や目標 大 さ 違い い

今後研究 い い  

右上→左下 左下→右上 左上→右下 右下→左上
パッド 7.35 6.71 7.17 7.15

マウス 4.16 3.9 3.93 3.99

右上→左下 左下→右上 左上→右下 右下→左上
パッド 0.53 0.52 0.58 0.49

マウス 0.39 0.37 0.42 0.29

図 1b 領域 移動方向 図 1a netlogo い  
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